
Scalar i3を使用した
Autodesk Flame のバックアップ



映像データの
保管/バックアップ
どうしてますか？

 映像データの高解像度化によるデータ容量の増大

 アーカイブデータをプライマリストレージに保存すると

プライマリストレージがすぐにいっぱいになってしまう

 終わったプロジェクトデータのバックアップ

 いつかまた使うかもしれないから残しておきたい

 資産として長期保管しておきたい

 バックアップストレージなどの容量不足！！

 大容量、長期保存データを保管することでコストがかかる

 マルウェア感染などによるデータの破壊 / 改ざん



映像データの
保管/バックアップ
どうしてますか？

 外付けHDDへ保管？

 マウントの手間、保管場所の確保、データの管理が行き届かな
い、破損のおそれ、セキュリティの問題

 LTOへバックアップ？

 テープの手動交換、保管場所の確保、管理コスト

 バックアップ用NAS？

 長期保存には向いていない

 費用を抑えた大容量ストレージでは無停止での切替えが難しい

 手動バックアップのため管理コストがかかる

 クラウドへバックアップ？

 大容量バックアップに向いていない

 障害時、復旧までに時間がかかる



Scalar i3
テープライブラリの活用



Scalar i3
テープライブラリの活用

 テープストレージの強み

 大容量

 アクセス頻度が低く長期保存が必要なデータ（コールドデー

タ）の管理が得意。逆によく使うデータには向いていない。

 省エネ

 導入、継続が低コスト

 ランサムウェアなどのマルウエア対策

 Scalarの強み

 バックアップの自動化

 StorNextによって自動化ができるため管理時間の短縮が可能

 省スペース、スケーラブル

 多層バックアップが可能



StorNext
Storage Manager
とは

 Storage Managerとは

StorNextストレージマネージャ
ポリシーベースのデータ管理とアーカイブ層

ディレクトリ ファイル

StorNextファイルシステム
ストレージ仮想化とアクセスレイヤー

StorNextソフトウェア

 データ管理とアーカイブを統合した高性能共有ファイルシステム

 同じStorNext MDCのライセンスされたオプションで動作します

 多層アーカイブを作成

 TBからPBまでのスケールキャパシティ

 再利用、収益創出のための透過的なデータアクセスを提供します

 作成された新しい/変更されたコンテンツの自動保護

 パフォーマンスのニーズが高まるにつれてモジュール式に拡張

 コンテンツを複数のストレージプラットフォームにコピーまたは移動する

 高性能ディスク、ニアラインディスク、LTOテープ、Lattus Object Storageおよび外部アプライアンス（
NFSを使用するNASを含む）

 豊富なポリシーエンジン、ニーズに合わせてカスタマイズ可能

 パフォーマンスのニーズが高まるにつれてモジュール式に拡張



StorNext
Storage Manager
とは

 Scalar i3 モジュール追加

モジュール ベース
ベース＋

1 拡張モジュール
ベース＋

2 拡張モジュール
ベース＋

3 拡張モジュール

ラックサイズ 3U 6U 9U 12U

テープスロット(max) 50 100 150 200

テープドライブ(max) 3 6 9 12

LTO-8での容量 600TB 1.2PB 1.8PB 2.4PB



StorNext
Storage Manager
の機能

 Storage Managerの機能

 ポリシーの設定

 Store

 Truncation

 Retrieve

 Recover

 Export

 Import



StorNext
Storage Manager
の機能

 ポリシーの設定

 Storage Managerストレージポリシーは、様々な機能がディレ

クトリおよびそのサブディレクトリ内のファイルをどのように

管理するかを定義します。

 例えば・・・

 コピーをいくつ作成するか

 監視フォルダの場所

 データを格納するときに使用するメディアの種類

 データ変更後のデータ保存時間

 ファイルが変更された後にファイルを切り捨てるまでの時間

 データを正副でバックアップ



StorNext
Storage Manager
の機能

watermark

2a。Relocate：
データブロックを第2層に移動

ティア1
パフォーマンス

ティア2
ニアライン

1。ストア/アーカイブ
ニアライン/アーカイブストレージに

コンテンツをコピーする

ディスクスペース管理

FileMetadata

ファイルデータ

FileMetadata

データブロックの再配置
ユーザーに対して透過的

ファイル候補を切り捨てる
（ファイルデータブロックの
削除）

watermark

ティア2ディ
スク

テープライブ
ラリアーカイ

ブ

LATTUS OBJECT 

STORAGE

2b。Truncate：
Tier 1からデータブロックを削除する

ティ
ア1

コピー1

コピー2

コピー3

コンテンツを保護する



auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4

0

Autodesk Flameなど

StorNext
Storage Manager
の機能

 Store（保存）

 ポリシーに従ってテープライブラリやバックアップストレージ

に保存されます。

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

Archive

Backup

監視フォルダ

StorNext



StorNext
Storage Manager
の機能

 Truncation（切り捨て）

 StorNextファイルシステムのスペース管理を自動化

 スペース管理のためファイルブロックを自動的に削除します。

iノード、スタブファイルは残します。

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4

0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

Archive

Backup

アーカイブ先フォルダ

StorNext

アーカイブファイル

0TB

アーカイブファイル

10TB

プライマリストレージ容量の削減
Flameからはアーカイブファイルが見えます。

アーカイブファイル

10TB

Truncation



StorNext
Storage Manager
の機能

 Retrieve（取り出し）

 TrancationされたファイルをStorNextファイルシステムに読み

戻します。

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4
0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

アーカイブ先フォルダ

StorNext

アーカイブファイル

10TB

Restore

Retrieve

アーカイブファイル

0TB

アーカイブファイル

10TB



StorNext
Storage Manager
の機能

 Recover（復元）

 削除されたファイルをバックアップから復元します。

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4

0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

アーカイブ先フォルダ

StorNext



StorNext
Storage Manager
の機能

 Export（LTOメディアの取り出し）

 ファイルデータを含んだLTOメディアを取り出すことができます。

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4

0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

Archive
アーカイブ先フォルダ

StorNext

アーカイブファイル

10TB

Backup

キャビネットや倉庫など
にオフサイト保管可能



StorNext
Storage Manager
の機能

 Import（LTOメディアの取り込み）

 ファイルデータを含んだLTOメディアを取り込むことができます。

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4

0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

Archive
アーカイブ先フォルダ

StorNext

アーカイブファイル

10TB

Retrieve



Storage
vs
Tape Library

Storage A

低速度NASストレージ

StorageB

高速DASストレージ

Scalar i3

容量 600TB 600TB 600TB
LTO-8×20本＋クリーニングテープ
×5本＋ドライブ２式（圧縮時）

占有ユニット数 10 U 8U 3U

概算価格 530万～ 1560万～ 300万～

拡張追加コスト 高 高 低（LTOメディア）
中（Library拡張）

• 低い導入/継続コスト
• スケーラブルなライブラリ管理
• 自動化による管理時間の短縮
• 多層化バックアップによるデータ保護



Autodek Flame
でのバックアップ例

auto
PIP/POP

reset

input

scan Quick SelectHP LP2475w

Compact Flash I/ II

SD/ HC/ XC/ UHS-I/ Plus

MS PRO/ MS PRO Duo

8
4
0

Autodesk Flameなど

MetaData Controller 1 (MDC1)

Metadata Storage (QXS-312) 48TB 

Metadat
aエリア

HA 
Share
エリア

QXS448 SAN

バックアップ用ストレージ

プライマリストレージ（SAN） ニアラインストレージ（NAS） Scalar i3

FlexSync
1次バックアップ（コピー）

Storage manager
2次バックアップ

File Archive

オフサイト保管



オプションカード
iBlade

 iBlade

 テープライブラリ コンバージドソリューションシステム。

• テープライブラリ内に収納できるサーバ

• 用途に合わせた種類のサーバ提供が可能

• Scalar i3、i6用に提供

• LTFSアプライアンスと同等の機能

• 100万（SASタイプ）～

低コスト大容量テープストレージに！



オプションカード
iBlade

 iBladeの種類



オプションカード
iBlade

 コンバージド・LTFS テープ・アーカイブシステム

• LTFSアプライアンスの iBlade

• テープライブラリとLTFSサーバを一体

化

• テープライブラリの背面にサーバを内蔵

• 省スペース、省電力

• 一体サポート

• ドラッグ・ドロップまたは

スクリプトによるデータ移動

• ライブラリの管理と制御は、

ライブラリのイーサネットポート

を介して行われます。



オプションカード
iBlade

 コンバージド・Veeam テープ・バックアップシステム

• テープライブラリとテープサーバを

一体化

• テープライブラリの背面にサーバを内蔵

• 省スペース、省電力

• 一体サポート

Windows OS

Veeam Tape Server

物理のテープサーバが
バックアップの為に必要

物理のテープサーバが
必要ない！


